
近
　
世
　
「
急
　
皮
」
　
老
・

s
性
の
文
学
や
文
書
の
中
に
'
よ
-
「
急
監
」
と
い
-
語
が
現
わ
れ
る
。

一
'
-
・
・
あ
の
亭
主
は
も
と
推
々
の
武
家
が
た
そ
う
で
ご
ざ
っ
た
が
'
・
・
・
-
と

か
-
ど
な
た
で
も
大
へ
い
に
お
っ
し
ゃ
る
と
近
串
を
い
た
し
ま
せ
ぬ
か
ら
-

ず
い
ぶ
ん
い
ん
ぎ
ん
に
お
っ
し
ゃ
っ
て
机
ら
う
じ
ま
せ
と
い
へ
ば
へ
侍
合
点

し
て
立
も
ど
り
'
急
監
手
を
つ
き
'
何
と
ぞ
其
鍔
を
お
う
り
下
さ
り
ま
せ

う
　
　
　
　
(
¥
z
l
z
㍍
)

一
'
-
恵
右
之
通
違
背
之
仁
於
和
之
ハ
'
急
堅
昌
上
可
仕
帳
　
(
買
永
十
七

年
、
番
頭
紐
e
J
諸
役
人
江
)

一
'
-
・
蝣
・
・
蝣
i
S
^
5
>
-
一
日
∴
れ
'
A
.
一
山
に
榊
.
 
'
-
.
蝣
'
-
o
叩
.
F
弐
什
T
n
l
柑
心
-
蝣
」
(
-
<
叩
二

叶
'
:
*
-
*
誉
[
=
i
㌫
:
7
-
'
-
J
'
~
S
^
付
)

特
に
法
令
机
に
は
そ
の
使
用
が
多
い
。

「
急
監
」
は
右
の
用
法
か
ら
見
る
と
、
副
詞
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
'
右

の
文
例
も
'

急
匡
・
-
　
芋
を
つ
き

f
.
h
に
　
　
:
!
'
]
上
村
什

▲
細

急
変
　
-
　
相
守

と
い
-
関
係
に
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
手
を
つ
き
」
　
「
言
上
仕
る
べ
く
」
　
「
相

守
り
」
に
か
か
っ
て
い
る
。

「
急
度
」
が
副
詞
で
あ
る
こ
と
は
'
す
で
に
ロ
ド
-
ゲ
ス
の
"
A
r
t
e
 
d
a
 
l
i

占
g
o
a
 
d
e
 
J
a
p
a
m
,
,
C
土
井
博
士
訳
「
日
本
犬
文
典
」
)
　
の
　
「
副
詞
J
　
の

中
に
ー
Q
u
i
t
t
0
,
,
が
は
い
っ
て
い
る
こ
と
で
'
証
明
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

こ
の
譜
の
「
副
詞
」
の
項
を
見
る
と
'
次
の
よ
-
な
説
明
が
あ
る
o

O
ぎ
¥
-
W
u
'
m
>
山
善
]
ビ
亡
-
M
Z
Z
t
t
t
-
Z
L
f
f
J
t
こ
い
　
　
-
c
ご
(
汁
-
i
l
i
i

9
0
j
迂
僻
事
i
-
C
f
o
-
Z
.
T
O
 
d
t
)
K
答
か
甘
,
n
o
(
i
f
)
　
∩
葦
か
7
5
1
ヰ

か
o

そ
し
て
'
そ
の
例
と
し
て
C
o
t
t
o
(
n
J
什
)
C
o
r
o
r
i
t
o
(
∩
%
(
J
什
)
T
s
-

U
t
t
O
　
(
-
3
r
什
)
Z
u
n
d
o
(
-
f
ト
叱
)
x
i
∩
a
t
o
　
(
L
f
r
t
)
な
ど
を
挙
げ
た

中
に
"
Q
u
i
t
t
o
.
か
あ
る
O
　
こ
れ
が
「
急
匡
」
で
あ
ろ
う
。

日
本
犬
文
典
は
慶
長
九
年
-
十
三
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
か
ら
'
右
の
文
は

近
世
初
期
の
用
法
の
説
明
と
見
て
よ
い
。

同
じ
-
鍔
畏
八
年
の
長
崎
版
「
自
衛
辞
m
L
に
も
t

Q
i
t
t
o
 
P
a
n
e
l
,
o
u
 
e
f
c
r
i
t
o
 
c
o
m
o
 
f
i
n
a
l
,
d
e
 
m
a
n
d
a
r
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e
n
t
r
e
g
a
r
 
a
l
q
が
a
 
c
o
u
f
a
.
G
c
.

Q
i
t
t
o
 
a
d
u
.
A
p
r
e
f
i
a
d
a
m
e
n
t
a
.

と
あ
っ
て
'
副
詞
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
の
"
Q
i
t
t
o
,
,

「
急
u
L
 
O
i
D
.
J
.
っ
r
J

二

「
急
琵
」
の
意
味
は
'
辞
書
に
よ
る
と
'
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
o

(
E
川
I
S
)

大
日
本
国
語
辞
典

急
度
・
陀
度
の
ち
ょ
っ
と
。
す
ぐ
に
o
◎
た
し
か
に
。
必
ず
。
相
違
な
-
0

㊥
敢
然
と
0
④
動
か
ず
に
。
し
っ
か
と
。
ぢ
っ
と
。
①
ず
っ
と
。

(
平
凡
社
「
大
辞
皿
こ
も
ほ
ぼ
閉
じ
)

明
解
古
語
辞
典

き
っ
と
。
〔
陀
度
U
　
(
副
)
C
動
作
が
逮
-
お
こ
な
わ
れ
る
さ
ま
o
す
ぼ
や

-
。
さ
っ
と
。
缶
放
重
に
。
し
っ
か
り
。
串
動
か
な
い
で
D
じ
っ
と
。
踊
ち

ゃ
ん
と
O
確
か
に
。
正
し
-
O

古
語
辞
典

∩
急
監
・
吃
度
∪
　
(
剖
)
の
す
ぐ
に
O
す
ぼ
や
-
O
◎
必
ず
。
ま
ち
が
い
な

-
。
㊥
お
ご
そ
か
に
。
き
び
し
-
。
④
じ
っ
と
。
動
か
な
い
さ
ま
。

大
体
ど
の
辞
書
も
表
現
に
小
異
は
あ
る
が
'
い
う
と
こ
ろ
は
'

一
'
動
作
が
早
-
行
な
わ
れ
る
さ
ま
。

二
'
動
作
が
確
か
に
行
な
わ
れ
る
さ
ま
。

三
'
動
作
が
成
し
-
行
な
わ
れ
る
さ
ま
。

四
'
動
作
が
動
か
な
い
さ
ま
。

と
い
-
よ
-
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
こ
の
う
ち
の
四
、
す
な
わ

ち
右
の
辞
容
の
解
の
う
ち
「
じ
っ
と
」
と
か
「
動
か
な
い
で
」
と
か
「
動
か
な

い
さ
ま
」
と
か
し
て
い
る
の
は
、
「
き
っ
と
」
だ
け
で
な
く
'
「
抜
き
ま
す

ぞ
。
き
っ
と
し
て
ご
ざ
れ
」
　
(
狂
言
針
立
冒
)
や
「
仏
の
や
-
に
き
っ
と
し
て

犀
や
-
ぞ
」
　
(
狂
言
六
地
煎
)
の
よ
う
に
'
「
き
っ
と
し
て
」
と
い
う
こ
と
ば

の
場
合
の
解
釈
で
あ
る
が
'
一
の
「
動
作
が
早
-
行
な
わ
れ
る
さ
ま
」
と
相
反

す
る
よ
う
な
感
じ
を
与
え
る
。
こ
れ
は
ど
う
考
え
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
こ
れ
は
'
総
汚
し
て
「
急
度
」
は
「
心
身
の
緊
張
し
て
い
る
さ
ま
を

-
.
.
"
I
エ
　
　
　
　
　
　
・
　
　
.
.
V
T
'
.
.
-
'
I
"
-
-
!

の
身
体
に
出
れ
ば
「
す
ぼ
や
-
」
と
な
り
へ
静
態
に
現
わ
れ
れ
ば
「
じ
っ
と
」

「
動
か
な
い
で
」
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
叉
緊
張
が
気
の
持
ち
よ
う
へ
心
の
決
態

に
現
わ
れ
れ
ば
「
放
し
く
」
　
「
お
ご
そ
か
に
」
　
「
放
電
に
」
　
「
⊥
っ
か
り
」

「
ち
ゃ
ん
と
」
　
「
確
か
に
」
　
「
正
し
く
」
と
な
る
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ

う
か
O
胃
頭
の
三
例
も
'
心
身
の
緊
張
を
内
部
に
秘
め
た
状
態
で
あ
る
と
解
す

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

上
記
「
日
本
犬
文
典
」
に
「
披
露
状
と
い
ふ
書
状
に
つ
い
て
」
の
項
で
t

m
芳
o
)
酋
o
j
什
c
h
i
t
粋
>
h
i
頴
.
f
㌍
小
0
)
昏
(
D
'
/
h
'
(
D
J
P
'
)
t
」
粛
啓
∧
訓

.
・
,
.
I
.
-
'
,
.
*
∵
.
.
 
・
'
;
'
.
'
・
-
'
　
・
'
*
∴
!
サ
k
'
*
'
∴
-
-
 
r
"
i
'
蝣
:
.
;
蝣
蝣
:

ゥ
蝣
?
>
蝣
?
I
n
許
純
S
O
払
.
L
増
i
l
"
c
針
か
C

と
述
べ
t

T
c
u
托
x
i
n
d
e
 
g
o
n
j
n
 
i
t
a
x
i
 
s
o
r
o
.

Q
u
'
t
t
o
 
g
o
n
j
o
 
t
?
u
k
a
m
a
t
?
u
r
i
 
s
o
r
o
.

と
い
う
例
を
あ
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
謹
ん
で
」
と
「
き
っ
と
」
と
が
大
体
同

様
な
内
容
を
試
す
も
の
と
言
二
J
い
る
が
'
そ
れ
か
ら
考
え
て
も
「
き
っ
と
」

は
「
心
身
の
緊
張
し
た
状
態
」
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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≡近
世
に
お
い
て
「
急
殴
」
が
最
も
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
上
記
の
如

く
法
令
蒼
で
あ
る
が
'
そ
の
中
に
次
の
よ
う
な
用
例
が
時
々
散
見
す
る
。

「
膏
申
間
放
'
以
来
相
背
こ
お
ゐ
て
ハ
急
度
可
被
仰
付
候
(
超
安
二
年
へ

菅
停
J
L
党
)

「
喪
超
苦
於
違
背
ハ
'
可
被
行
罪
科
旨
二
候
之
条
へ
令
承
知
之
、
末
流
等

急
度
可
申
沼
者
也
.
(
琵
文
三
年
、
自
関
田
他
制
止
之
事
)

こ
れ
ら
の
「
急
監
」
も
「
心
身
を
緊
張
さ
せ
て
」
す
な
わ
ち
「
き
び
し
く
」

「
固
く
」
の
芯
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
が
'
そ
の
意
味
に
解
す
る
と
t
.
「
急

度
」
を
受
け
る
べ
き
何
か
の
こ
と
ば
が
欠
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
正
し

s
a
i
即
じ

急
度
-
(
罪
科
に
)
-
仰
せ
つ
け
ら
る
べ
く
僕
.

急
度
-
(
条
々
相
守
る
べ
く
)
-
申
環
す
べ
き
も
の
也
。

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
へ
カ
ツ
コ
で
元
し
た
'
目
的
語
的
な
部
分
が
省
略

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
0
法
令
類
に
は
こ
の
よ
う
な
用
例
が
少
く
な
い
。

t
t
-
・
・
・
薯
違
背
申
も
の
於
宥
之
ハ
'
急
度
可
搬
仰
付
快
事
。
(
琵
文
八
年
へ

萄
闇
顧
闇
B
O
I
E
S
'

一
'
若
隠
候
而
新
板
院
瀦
於
宥
之
ハ
'
御
許
整
之
上
へ
急
監
可
被
仰
付
供

問
。
(
延
宝
元
年
、
板
行
町
触
)

一
'
-
・
・
・
名
主
共
非
分
成
偶
於
有
之
ハ
'
急
圧
可
申
付
帳
問
。
(
宝
永
三
年
'

礼
S
A
&
可
川
山
7
-
T
)

一
、
・
-
-
吟
味
之
上
急
民
可
申
付
者
也
。
(
享
保
十
一
年
'
侍
琴
尚
礼
)

一
'
-
-
・
相
聞
院
ハ
'
・
蝣
r
-
t
:
/
t
-
-
!
甲
H
r
>
e
十
五
t
i
-
I
i
s
ト
.

h-
。
時
町
払
)

一
'
右
之
超
於
相
背
ハ
'
急
度
可
申
付
保
問
。
(
延
享
元
年
へ
薪
炭
問
屋

之
儀
町
触
)

▲
細

一
'
・
-
・
苦
相
背
侯
ハ
、
吟
味
之
上
へ
急
度
可
申
付
も
の
也
。
(
寛
政
十
年
へ

仏
像
琶
鎚
二
付
容
付
)

こ
の
理
由
と
し
て
'
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
事
が
考
え
ら
れ
る
。

も
と
よ
り
起
案
者
の
国
語
に
関
す
る
能
力
の
不
足
と
い
う
事
も
あ
っ
て
、
舌

足
ら
ず
の
表
現
と
な
っ
た
の
か
7
?
知
れ
な
い
が
'
省
略
の
形
が
あ
ま
り
に
多
す

ぎ
る
こ
と
に
は
、
も
っ
と
ほ
か
の
理
由
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
'
そ
れ
は
つ

ま
り
'
目
的
語
的
な
部
分
が
な
く
て
も
'
存
在
し
て
い
る
の
と
同
じ
よ
う
な
印

象
を
与
え
て
い
る
　
「
慣
用
」
　
な
い
し
「
意
識
」
　
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
.
「
急
度
申
し
付
け
ら
る
'
へ
く
侠
」
と
い
う
表
現
で
'
「
急
蛭
罪
科
に
申
し

付
け
ら
る
べ
-
侠
」
と
い
う
苦
心
味
を
表
わ
し
て
い
て
'
そ
れ
で
法
令
の
末
尾
が

成
立
す
る
も
の
と
'
受
耽
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
言
い
か
え
れ
ば
'

「
急
皮
」
の
使
用
が
広
-
普
及
し
て
'
そ
の
結
果
'
証
文
の
末
尾
に
書
-
「
仇

為
後
日
如
件
」
の
ど
と
-
'
法
令
の
未
程
に
用
い
ら
れ
る
一
極
の
き
ま
り
文
句

と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

.
s

「
き
っ
と
」
が
浜
字
で
容
か
れ
る
場
合
に
'
「
急
度
」
と
容
か
れ
て
い
る
の

は
'
近
惟
以
前
へ
す
で
に
多
-
の
辞
告
に
よ
っ
て
先
例
が
兄
い
だ
さ
れ
る
。
節

用
賃
で
は
「
担
頭
巨
木
」
も
「
易
林
木
」
も
'
と
も
に
「
き
」
の
部
に
t

と
1
ツ
,
i

・
-
j
c
V

と
明
記
し
て
い
る
.
そ
の
他
明
は
本
・
速
歩
・
増
刊
'
い
ず
れ
も
同
様
で
あ

m
し
か
し
又
へ
辞
誤
に
よ
っ
て
は
、
次
の
よ
う
に
他
の
表
記
を
探
っ
て
い
る
も

の
も
あ
る
。
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扇
墾
〝
運
歩
色
諜
賃

'
蝣
-
J
*
W
W
I
由
姐

化
向
上
易
林
木
節
用
蕉

た
だ
し
「
陀
」
「
怯
」
は
文
に
な
っ
た
場
合
の
表
記
の
よ
う
で
あ
る
O
し
か
し

頻
度
の
数
か
ら
い
え
ば
「
急
変
」
が
圧
倒
的
に
多
い
.
辞
雷
だ
け
で
な
く
、
文

平
に
-
サ
p
、

信
長
記
I
急
度
摘
玉
へ
ば
-
-

汀
潤
袋
1
急
度
焼
香
三
拝
ス
ル
処
テ

雲
陽
集
-
急
変
恩
ひ
立
て
・
・
・
-

容
状
に
も
同
じ
で
あ
る
。

#
蝣
:
-
:
'
3
十
c
r
j
。

v
J
j
W
m
り
仕
J
.
'
/
。

・
-
,
'
-
V
-
-
!

・
蝣
-
蝣
I
L
L
.
圭
芯
灼
小
一
・
I
.
巾
j
y
。

な
ど
の
文
言
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

近
性
以
前
は
し
か
り
,
近
椎
に
は
い
っ
て
も
t
か
よ
う
な
傾
向
が
引
き
続
い

て
見
ら
れ
る
O
そ
し
て
む
し
ろ
「
急
度
」
に
は
ぽ
一
定
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ

る
。
特
に
法
令
類
は
す
べ
て
そ
れ
を
使
っ
た
。

一
,
以
衆
評
、
急
監
可
改
革
其
住
持
者
也
O
(
慶
長
十
四
年
'
高
野
山
法

」
0
-
∴
・
・
.
-
.
蝣
蝣
.
-
蝣
・
'
(
-
,
∴
、
九

年
へ
郷
村
法
度
)

一
,
・
・
-
,
手
代
等
ま
で
釦
満
断
急
毘
可
申
付
着
也
O
(
毘
安
五
年
へ
御
代
官
界

心
川
.
M
i
*
;
'
-
*
)
.

一
,
急
虻
曲
事
に
可
被
仰
付
候
問
O
(
釆
応
二
年
へ
風
呂
焼
刻
限
之
事
)

一
,
・
・
・
壷
衆
中
へ
急
毘
可
被
申
渡
供
。
(
開
墾
一
年
、
二
条
在
香
衆
作
法

蝣
'
-
-
-
)

r
-
-
急
度
可
及
沙
汰
事
。
(
貰
文
五
年
'
講
宗
寺
院
法
度
)

1
.
,
-
∴
(
蝣
・
蝣
上
・
'
∴
.
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大
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守
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身
特
の
事
)

一
'
村
役
人
共
に
急
度
仕
置
可
申
付
供
。
(
明
和
四
年
、
病
人
倒
人
斑
扱

之
儲
二
付
御
触
容
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狭
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供
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仏
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独
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付
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元
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儀
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訂
状
に
は
「
急
毘
」
「
陀
琵
」
「
き
っ
と
」
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
'

や
は
り
急
度
が
多
い
。

一
、
急
圧
申
入
候
。
去
月
廿
二
日
に
前
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へ
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大
明
へ
人
数
十
万
取
か
け
へ

其
ま
1
打
つ
め
へ
-
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廿
一
二
日
に
総
柄
お
し
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せ
候
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に
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卯
の
刻
よ
り
巳
の
下

刻
ま
で
防
戦
侯
と
い
ヘ
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ー
(
蔚
山
龍
城
中
の
加
払
桁
正
等
よ
り
出
征
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。
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中
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に
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座
候
。
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仕
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に
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付
供
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っ
と
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け
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也
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か
よ
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近
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い
て
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ど
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急
度
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に
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圧
し
た
観
が
あ
る

が
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た
だ
し
辞
討
賃
の
中
に
は
'
や
は
り
近
付
以
前
の
節
用
集
と
同
じ
く
'

「
急
毘
」
(
き
っ
と
)
を
描
け
る
と
と
も
に
'
「
化
」
(
き
っ
と
)
を
収
め
て

い
る
も
の
が
あ
る
o
皐
三
二
年
初
春
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瑚
訂
増
補
節
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さ
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漢
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し
た
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ら
れ
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ら
れ
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。
「
き
っ
と
」
も
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
漢
字
を
当
て
ら
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へ
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初
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さ
れ
た
が
へ
こ
の
中
で

「
急
度
」
が
人
々
の
好
み
に
合
し
て
'
文
書
や
書
状
に
多
-
用
い
ら
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